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研究成果の概要（和文）：5年間のリサーチを通して持続可能なコミュニティ開発というゴール

を共有するメンバー間のネットワークが構築された。その中でネパールの都市部、郡部両方に

おいてコミュニティの直面する環境・社会・経済面の課題を多面的に研究することにより、コ

ミュニティのステークホルダーが重要視する 65 の指標を洗い出すことに成功した。これらの指

標は主に 2009 年～2012 年の間に試行錯誤を繰り返す中で見つけられた。またこのリサーチに

よって、以下のコミュニティメンバーがネットワーキングコミュニティとして証明された。1) 

世帯：すべての男女を含む 2)小売店主 3)政府 4)NGO World Wildlife Fund を含む 5) バ

イオガス組織 6)コミュニティの女性組織 これらの組織と個別に話合い・調査を行う中、以上

のメンバー間で構築されるネットワークはコミュニティの持続可能な発展に寄与することが分

かった。 

 
研究成果の概要（英文）：The research activities over the past five years have resulted 
in the development of a network of community members who share the goal of sustainable 
community development. By researching deeply about environmental, social and economic 
issues facing communities in both rural and urban Nepal, the research has identified 65 
community indicators in which community stakeholders believe are important for the 
creation of a sustainable community. These indicators were developed and piloted from 
2009 to 2012. The research also identified the following community members as the 
networking community: 1) households, including both male and female household members; 
2) shopkeepers; 3) government and private schools; 4) NGOs, including World Wildlife Fund, 
5) Biogas organizations; and 6) Community women’s organizations. Through focus group 
discussions and surveys with each of the above members, it was found that linking these 
members through a community networking system can support the development of a sustainable 
community.  
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１． 研究開始当初の背景 
このリサーチはネパールの都市部・郡部にお
ける環境問題の研究をもとに始められた。研
究により、環境問題の解決・意識変革・持続
可能なリソースの活用法の習得をする上で
コミュニティ内のネットワークが必要であ
ることが明らかにされた。 
 
２． 研究の目的 
研究の目的は持続可能なステークホルダー
から得られる情報を元にコミュニティ指標
を作る事であった。これらの指標はステーク
ホルダーがアクションを起こしたりコミュ
ニティの持続可能な発展に向けての進展を
測ったりするために使われる。 
 
３． 研究の方法 
リサーチ計画は、以下を含む。 

(1) ネパール都市部・郡部の 4つのコ
ミュニティにおける環境・社会・
経済面の課題の研究 

(2) コミュニティ内の課題を元にし
た鍵となるコミュニティ指標の
作成 

(3) 持続可能なコミュニティ作りに
向けてリーダーシップを発揮で
きる重要なステークホルダーの
フィードバックの反映・その後試
行 

(4) コミュニティのステークホルダ
ーから受けたフィードバックを
指標に反映 

(5) 指標の修繕と 2度目の試行 
(6) 最終修正とステークホルダーに

向けたワークショップ 
 
４． 研究成果 

リサーチは成功し、ステークホルダーの
ネットワークを元にした持続可能なコ
ミュニティのモデル作成というねらい
も達成した。 
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